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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年2月12日(2009.2.12)

【公表番号】特表2008-524331(P2008-524331A)
【公表日】平成20年7月10日(2008.7.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-027
【出願番号】特願2007-548348(P2007-548348)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/53     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4985   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 513/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5383   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/542    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１１　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４２　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４８　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４０　
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/53    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １１７　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４７　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４１　
   Ａ６１Ｋ  31/4985  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４４　
   Ａ６１Ｋ   9/20    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
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   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/127   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 498/04    １１２Ｔ
   Ｃ０７Ｄ 513/04    ３８１　
   Ａ６１Ｋ  31/5383  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/542   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月11日(2008.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５７】
　請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、ＤＰＰ－ＩＶ阻害剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５８】
　請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、インビボでのＤＰＰ－ＩＶ阻
害剤。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５９】
　インビボで第２の化合物に変換される第１の化合物を含み、当該第２の化合物がインビ
ボでＤＰＰ－ＩＶを阻害し、当該第２の化合物が請求項１～１４４のいずれか１項に記載
の化合物である、ＤＰＰ－ＩＶ阻害剤。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６０】
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　請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、治療剤。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６１】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、疾患状態の病理
学及び／又は徴候学に寄与する活性をＤＰＰ－ＩＶが有するような疾患状態の治療剤。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６２】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、糖尿病の治療を
必要とする患者の糖尿病の治療剤。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６３】
　治療される糖尿病がＩ型又はＩＩ型糖尿病である、請求項１６２に記載の剤。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６４】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、癌の治療を必要
とする患者の癌の治療剤。
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６５】
　治療される癌が、結腸直腸癌、前立腺癌、乳癌、甲状腺癌、皮膚癌、肺癌、又は頭頸部
癌である、請求項１６４に記載の剤。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６６】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、自己免疫疾患の
治療を必要とする患者の自己免疫疾患の治療剤。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】請求項１６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６７】
　治療される自己免疫疾患が、関節リウマチ、乾癬、及び多発性硬化症からなる群から選
択される、請求項１６６に記載の剤。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６８】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、リンパ球不足又
は造血細胞の活性化若しくは濃縮によって特徴付けられる状態の治療を必要とする患者に
おける当該状態の治療剤。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６９】
　前記治療される状態が、化学療法又は放射線療法の副作用である、請求項１６８に記載
の剤。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７０】
　前記治療される状態が腎不全の結果である、請求項１６８に記載の剤。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７１】
　前記治療される状態が骨髄疾患の結果である、請求項１６８に記載の剤。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１７２】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、ＨＩＶ感染の治
療を必要とする患者のＨＩＶ感染の治療剤。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【請求項１７３】
　治療有効量の請求項１～１４４のいずれか１項に記載の化合物を含む、免疫不全症状に
よって特徴付けられる状態の治療を必要とする患者における当該状態の治療剤。
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